
manaba・responガイダンス

TA教育用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、今からガイダンスを行います。このガイダンスでは、皆さんがこれからTAとして勤務をするにあたり、必要なmanabaおよびresponの知識についてお伝えします。なお、こちらのPPTはいつでもアカデミックオフィスのウェブサイト上で閲覧が可能ですので、もし担当教員からmanabaまたはresponの操作に関する指示を頂いた場合は、ぜひこちらをご参照ください。



はどんな時に使う？

①教材や資料などの配布

②レポートの出題・回収

③テスト問題の作成・採点

④グループワークの実施

⑤レポート・テストの成績を公開

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ｍanabaでは、授業の教材や資料の配布、レポートの出題・回収を行うことができます。また、テスト問題の作成・採点、グループワークの実施、そして提出したレポートやテストの成績を公開することが可能です。



①教材や配布資料などの配布

②レポートの出題・回収

③テスト問題の作成・採点

④グループワークの実施

⑤レポート・テストの成績を公開

コースに入ってみよう

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、コースの中身を見てみましょう。コースの中には、教材や配布資料を掲載する「コンテンツ」、レポートを出題・回収する「レポート」、テスト問題の作成・採点を行う「小テスト」、プレゼンテーション課題などグループワーク実施時に使用する「プロジェクト」、提出したレポートやテストの成績を公開する「成績」機能があります。それでは、各機能を1つずつ説明します。



・ 確認したい講義資料
を選択する

・講義資料をダウン
ロードする

・記入した本人だけが
見ることができるメモ
を残す

・質問がある場合は
先生にコメントをする

①教材や配布資料の保存

ページタイトル

【履修生表示画面】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
教員が教材や配布資料を「コンテンツ」に掲載すると、履修生はページタイトルから確認したい講義資料をクリックし、添付ファイルをダウンロードして確認することが可能です。また、記入した本人だけが見ることができるメモを残したり、「コメントを書く」から教員に資料について質問をすることもできます。



オンライン入力レポート

ブラウザにテキストを直接入
力して、レポートを提出します。

②レポートの出題・回収

ファイル送信レポート

WordやPDFなどのファイル

を添付して、レポートを提出
します。

・ manabaには、2種類のレポート形式があります。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
manabaには、2種類のレポート形式があります。「ファイル送信レポート」と「オンライン入力レポート」です。「ファイル送信レポート」は、WordやPDFなどで作成したファイルを添付して提出する方法です。一方、「オンライン入力レポート」は、manaba上でテキストを直接内容を入力し提出する方法です。



③テスト問題の作成・採点

自動採点小テスト

問題作成時にあらかじ
め正解と配点を登録し
ておくことで、履修生が
回答するとシステムが
自動で採点する小テス
トです。複数回の受験
はできません。

ドリル

履修生が繰り返し回答
できる小テストです。

自動採点小テストとは
異なり、自動で成績に
は登録されません。

手動採点小テスト

履修生が回答した後
に、教員が採点する小
テストです。 複数回の
受験はできません。

・ manabaには、３種類のテスト形式があります。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小テストには、「自動採点小テスト」、「手動採点小テスト」、「ドリル」の3種類があります。「自動採点小テスト」は、教員が問題作成時に回答を登録することで、履修生が小テストに回答すると自動的に採点が行われます。「手動採点小テスト」は、教員が問題作成時には回答を登録せず、履修生が小テストに回答した後に、教員が手動で採点を行います。「ドリル」は、教員が予め設定した提出上限回数まで繰り返し回答をすることができる小テストです。自動採点小テストとは異なり、小テストの結果が自動で成績に登録されることはありません。



④グループワークの実施

チームで課題を提出

チームに所属しているメンバーの
1人が代表で課題を提出します。

提出物は、チームメンバー全員の
ポートフォリオに保存されます。

個人で課題を提出

課題の提出は個人で行います。

提出物は、提出した履修生のポー
トフォリオに保存されます。

• manabaには、2種類のプロジェクト形式があります。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
manabaのプロジェクトには二つの課題提出方法があります。「チームで課題を提出」と「個人で課題を提出」です。「チームで課題を提出」の場合、チームに所属しているメンバーの1人が代表で課題を提出します。提出物は、チームメンバー全員のポートフォリオに保存されます。「個人で課題を提出」の場合、課題の提出は個人で行います。提出物は、提出した履修生のポートフォリオに保存されます。



・課題に関する説明
を読む

・チームメンバーを
確認する

・チームメンバーと
議論する

・課題を提出する

④グループワークの実施

太平洋 学

立命 太郎

【履修生表示画面】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プロジェクト機能を使用する場合、履修生はこの画面から課題に関する説明を確認できます。また、自分のチームメンバーを確認したり、プレゼンテーションの内容について議論をすることも可能です。課題提出はこちらのボタンで行います。



・自分の点数を確認
する

・回答および解説を
確認する

・教員からの講評を
確認する

・クラス全体の成績
結果を確認する

⑤レポート・テストの成績を公開

【履修生表示画面】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、提出したテストや課題の成績を確認する「成績」機能では、履修生は自分の点数だけでなく、提出した回答及び解説、そして、教員からの講評も確認することができます。また、クラス全体のテスト結果を確認し、他の履修生との比較して自分がどれぐらいのレベルなのかを確認することができます。
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